
静岡県における
脱炭素行動変容を生み出す仕組みづくり

～県民とともに進める3つの参加型アプローチ～

静岡県地球温暖化防止活動推進センター
センター次長 服部乃利子



静岡県地球温暖化防止活動推進センターについて

〇1998年温暖化対策推進法に基づき、静岡県地球温暖化防止活動推進セ
ンターとして2004年から県知事指定を受け、現在第期7目（通算21年目）。
指定団体：特定非営利活動法人アースライフネットワーク

行政・事業者・県民と幅広く連携・協力・協働しながら、県民が温暖化防
止活動を進めるための様々な事業やイベント等を実施しています



３つの参加型アプローチ

① 子供が家庭のエコリーダー/子供を起点にした家庭内行動変容

・子ども＝家庭内の変化を起こす存在

・学ぶ → 考える → 家庭で実践する設計

・家庭内での会話・行動変化を狙っている

・行政単独ではなく、学校・地域との連携、実行計画へ家庭部門削減策

②アプリ活用した県民参加型の温暖化対策

・行動（脱炭素アクション）を「見える化」する意味

・ポイント付与の考え方（報酬ではなく動機づけ）

・参加のハードルを下げる設計

③プロスポーツチームのネットワークを活かした行動喚起

・共感・応援・誇りを行動につなげる

・ファン層への波及効果

・「好きなもの」と脱炭素を結びつける

・行政が前に出すぎない設計



➢ 子どもたちが「家庭のエコリーダー」になり
学校や家庭で地球温暖化防止に取り組むオリジナルプログラム

➢ 小学校高学年が対象で、総合的な学習の時間などで実施

➢ 県内市町、小学校、企業、地域人材による協働事業

アプローチ
①



アースキッズチャレンジプログラム

2003年度から 2024 年度までに
 約1,400校、 約90,000人を
 エコリーダーとし て認定

2024年度は、20市6町・92校で実施。

5,243人のエコリーダーが誕生！

 一週間で減少したCO₂排出量 : 10,064.6ｋｇ

 ２Ｌペットボトル 2,697,312本分!！







市職員

推進員
エコリーダー



寄付金・協賛金
だけでなく
人的協働



【役割分担】
➢ 連携した関係者にそれぞれ役割を担ってもらう

市町担当課（学校募集、ワークブック回収、事業評価、予算確保）
ゴミ担当課（ごみ分別コーナー解説担当）

➢ 地域人材の活用（推進員、市育成のエコマイスター等）
コーナーの担当、エコリーダー認定書授与（有償スタッフとして）

➢ 企業との連携、参加(授業参観、認定証授与式)

【広 報】
➢ 効果的に、継続的に発信する
事前・事後のプレスリリース発行（定型フォーマットで印象付ける）

➢ 経験した先生の口コミにより、７校から100校規模までに拡大
(教科ネットワークで話題に。大規模校でのニーズ）

アースキッズチャレンジプログラム

ポイント



【ポイント】

➢ 魅力的なプログラムを提供したこと

➢ 学習指導要領に沿った内容か、毎年の見直し
気づき、学び、行動する（事前学習→体験学習→実践活動→
事後活動→次の学びへ)

➢ 市町担当者等関係者からの高評価
・家庭部門の温暖化対策として実行計画に位置付けられる
・要請した環境人材の活躍の場を提供
・ごみ担当部署も出前講座実施数としてカウントできる

➢ 企業：事業活動を通じて学校教育に関わりたい（CSV)

➢ 学校が地域との連携を取り入れたい（地域の人材活用）

◆連携先と学校教育のニーズのマッチング

アースキッズチャレンジプログラム

ポイント



温暖化対策アプリ「クルポ」

第4次静岡県地球温暖化対策実行計画、2050カーボ
ンニュートラルを達成するための重点施策に

位置づけられた、全世代参加型の県民運動

アプローチ
②



『温暖化対策アプリ・クルポ』は、県民運動として「第４次静岡県地球
温暖化対策実行計画」の温室効果ガス排出削減目標を達成するた
め、重点施策に位置づけられている

静岡県の温室効果ガス ２０５０年実質ゼロ★
まずは、めざせ！２０３０年46.6％削減（２０１３年度比）

県民の「脱炭素ライフスタイル」へのシフトを後押し！

温暖化対策アプリ「クルポ」で脱炭素ライフへ！

目 的

背 景
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★削減対策の決定打が無い「家庭部門」へアプローチ

★ターゲットは、2030,2050年に社会の中心となる世代

★県民のライフスタイルのあらゆるシーンの中で、 CO₂削減

の行動変容を促す全世代参加型の県民運動 

ポイント

気軽に、そして楽しみながら「脱炭素アクション」を後押し！

アプリは主役ではない

行動を後押しするための“裏方の装置”

「最初の一歩」を促し、継続利用に繋げる（行動変容）

連携・ネットワークによる効果（お互いのWinを意識する）



構成メンバー63団体
事務局として、企画・運営を担っている

運営資金は26企業からの協賛金プラス自治体負担金

◆メディア
静岡放送
テレビ静岡

静岡第一テレビ
静岡朝日テレビ

◆自治体
静岡県
全３５市町

◆企業(11社）
スズキ㈱ ・ヤマハ㈱

・遠州鉄道㈱ ・静岡鉄道㈱
・静岡ガス㈱ ・鈴与㈱
・サーラエナジー㈱

・中部電力㈱ ・東京電力
PG㈱・ ヤマハ発動機㈱
・三菱電機㈱静岡製作所

◆事業者団体
県バス協会
県LP協会

県経営者協会
自販連静岡県支部
商工会議所連合会
中小企業団体中央会
県生活協同組合連合会

◆大学生環境サークル
静岡大学・東海大学

◆消費者団体
県消費者連盟

◆事務局（企画・運営）
静岡県温暖化防止センター◆女性団体

地域女性団体連
絡協議会

実行委員会形式； オール静岡体制で事業を実施



 登 録 者 数 41,000人超(2023年リニューアル時から）

 アクション数 7,479,319回

 CO₂削減量       7909.8ｔ-CO２

トータルポイントスポット数 約4,600ヶ所

クルポの実績
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脱炭素アクションは25種類！

職場でクルポ



脱炭素アクション・ポイントスポット（約4,600か所）

◆脱炭素アクションとは身近な事から始められるCO₂削減を目指した実践行動

◆脱炭素アクションの種類は、現在25種類

【リサイクルボックスを使う】
マックスバリュ東海‣古紙のえき他

【えねシェア】
公共施設（図書館）県内映画館他

【食事を食べきる】
大学学生食堂（19大学23キャンパス）

飲食店他

【公共交通を利用する】
私鉄3社電車

県内乗り合いバス全車他

【プラスチックを減らす】
セブンｰイレブン 他

【自転車利用・ｼｬｱｻｲｸﾙ】
百貨店駐車場

街中シェアサイクル



・廃棄物リサイクル課
６R県民運動、キャンペーン等

・県民生活課
エシカルキャンペーン

・環境ふれあい課
環境イベント森づくり県民大作戦

・マーケティング課
バイ・シズオカ キャンペーン

・地域産業課
魅力ある個店でクールシェア

・エネルギー政策課・住まいづくり課
補助金受給者へのポイント付与

・林業振興課
炭素貯蔵建築物認定施設利用

・地域交通課
県内全小学生バス無料デー

・農業振興課
浜名湖花博覧会

静岡県
・エネシェア

194か所
・リサイクルBOXの利用（小型家電）

144ヵ所
・自転車利用促進（駐輪場の利用）

111ヵ所
・環境にやさしい設備の設置（再エネ）
11か所

・サステナブルファッションの利用
97か所

・EV充電
12か所

・フードバンク
9か所

・公共交通（市町バス）

市・町（公共施設スポット）

自治体との連携



自治体との連携

【富士市】
省エネ家電購入者へポイント付与

【熱海市】
雑かみ回収協力にポイント付与

【函南市】
古布回収BOXへポイント付与

【島田市】
自転車利用ポイント付与（駐輪場）

【廃棄物リサイクル課】
手前どりにポイント付与

【地域交通課】
バス無料デー参加保護者へ
ポイント付与



市町との連携事例

【静岡市】
クルポアプリ内で、オーディエ
ンス投票を実施。投票した
ユーザーにポイント付与

【牧之原市】
食ロス削啓発のため一般家庭
の冷蔵庫に掲示用のマグネット
を作成し、イベント時に配布

【磐田市】
食ロス削減啓発のための
アイデアコンテストを実施。
応募者にポイント付与

【御殿場市】
食品ロス啓発POPを市内コン
ビニに掲出しポイント付与

【湖西市】
市営・コーちゃんバスへ

ポイント付与

【袋井市】
市で実施する使用済みハブラシ・
使用済みペンの回収にポイント付与



【学校教育での活用事例】川根本町の取り組み

（小学校）

環境に

子供たちのipadにアプリ「クルポ」を入れ、地球温暖化防止について興味・関
心を持たせ、さらに地球環境を守るための具体的な活動（SDGｓ）に取り組む
ことを目的に活用されている。

①町内校長会で活用の依頼
②各学校に依頼
③学校で教員たちがクルポを実際に使いながらどの程度活
用できるか研修会を開いた（一部の学校）
④各クラスごと担任が登録やクルポの使い方を指導。
学校によっては一斉にICT支援員による使い方の説明等を
行った

（中学校） （授業の様子）

川根本町教育委員会作成・配布
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Z世代との連携（高校）

8

静岡県立静岡城北高等学校のカリキュラムとしての「総合
探究」で、地域を主テーマとした探究活動を行っている。
２年生の生徒４名が、クルポに興味を持ってくださり、取材
のため昨年８月２９日にセンターを訪問。様々な質問をしな
がら、クルポの取り組みに共感し、地域やＺ世代の拡大に
自発の心で取り組んでくださった。

静岡城北高校

探究活動授業の終了後、「クルポをどのようにしたら普及
できるか」を真剣に考え同世代の子どもを持つ様々な地区
のPTA会議や自治会長が集まる会議、イベント等に参加し
てクルポをPR。

こうしたクルポの普及活動を学年の探究活動報告会で発
表。高評価を受けて、全校生徒を対象とした報告会（ライ
ブ配信）で学年を代表し発表。
静岡新聞（2月1日付）に掲載されました。



【地域連携演習カリキュラムとの連携（年間15コマ）】
「地域連携演習」とは、大学として独自に行っている実践的なカリキュラム。現場に
飛び込み体験を通して地域課題への理解を深める授業。
同カリキュラムの一つとして『温暖化対策アプリ・クルポ推進プロジェクト』を実施し、
Z世代を中心に参加していただくための効果的な広報の企画提案や
イベントでのＰＲなど行っていただいた。

Z世代との連携 （大学）

静岡文化芸術大学

オリエンテーションの様子

静岡県立大学

【SNS（Twitter・Instagram）を活用したPRを展開】
2021年から同大学院 経営情報イノベーション研究科の渡邉
ゼミにおいてアカウント名「おいでよクルポ組」として、クルポ
のPRを発信している。

Instagram「おいでよクルポ組」
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COOL CHOICE2023 in Shizuoka(静鉄グループ主催）において、静岡
文化芸術大学、静岡県立大学、静岡城北高校のコラボによるクルポ
PRブースを出展。

Z世代との連携（イベント出展）



アース製薬㈱
コラボキャンペーンの実施
SNS連携によるクルポの周知

企業との連携

東京海上日動火災保険㈱
「WEB証券」を選んで

ポイント発行

三島信用金庫
定期作成時に「ビニール不
要」「通帳レス契約」に対し

てポイント発行

静清信用金庫
定期預金者へ
ポイント付与 あいおいニッセイ同和保険

エコドライブキャンペーン
参加者へポイント付与



プロスポーツクラブとの連携

清水エスパルス
エコ来場やごみ分別でポイント発行、

企業賞の提供、
コラボキャンペーンの実施

東レアローズ男子バレーボール
不要ハリセンの回収でポイント発行



職場でクルポ（企業の脱炭素の取組み）

食事の食べきり
ごみ分別の推進
（雑紙・ハブラシ・文房具の回収）

エコ通勤（徒歩・自転車）
ノー残業デーの推進
リモート会議の推進
ペーパーレス化の推進
フードバンクの参加
地域の清掃活動
環境イベントの参加
階段を使ってポイントゲット 等

企業の脱炭素の取組にポイントを発行し、社員様へのモチベーションアップや
意識啓発のためにクルポを活用いただいています

【食事を食べきる】

ヤマハ株式会社 社員食堂 他

【階段を使ってポイントゲット】
サーラエナジー株式会社 他

【地域清掃活動】

浜松ホトニクス 他



脱炭素型ライフスタイル実践事業者認証制度の推進

【認証要件】
・事業所内に従業員が脱炭素アクションを実践することが

できるスポットを設置して脱炭素に貢献すること

・従業員の2割以上かつ20人以上のクルポ登録

・事業所内でのクルポを活用した脱炭素アクション実施

・市町の申請も可能

クルポを活用して脱炭素型ライフスタイルへの転換に向けた顕著
な取組を行う事業者を認証する制度を2025年1月より開始

認
証
書
の
交
付



周知拡大 → 更なる深化を目指して

主  体 役  割

事務局・県

県民の認知拡大・協力企業の増加に向けた情報
発信強化

企業まわり

イベント出展、試合会場でのPR

県内事業者の認証促進

実行委員会
企業・団体等

自社内での取組推進、関係企業への依頼

スポットの掲出拡大、自社広報媒体による周知

認証制度への参加・周知

市町

関係企業への周知促進

施設・イベント等、市町民が集まる場での周知促
進、スポット掲出

認証制度への参加・周知



アプローチ
③



 【脱炭素・現状】

★企業/団体である
 ＝脱炭素化が今後必須に

★スポーツ業界
（排出量把握・
脱炭素経営への意識が不足）

【地域・魅力・強み】

★多くのサポーター・ ファン・
パートナー企業・地域・自治体
が味方

★注目度・広報・PR力が高い
（社会への インパクトがい）！

➢ 連携することで県内の脱炭素化を円滑＆具体的に進めたい

➢ その発信力で脱炭素化の機運を高めることに繋げる

県内プロスポーツクラブをつなぐ脱炭素ネットワーク立ち上げ



全国初！しずおかプロスポーツ・ゼロカーボン推進宣言 2023年2月7日（水） ＠県庁

サッカー５・バレーボール２（男女）
バスケット１・自転車１・卓球 １
ラグビー２（男女）
 計１２チーム

県内プロスポーツクラブをつなぐ脱炭素ネットワーク



2050年までの脱炭素社会の実現をはじめ、SDGs達成への貢献、そしてこれまでクラ
ブ2007年からが継続的に取り組んできた「エスパルス エコチャレンジ」のさらなる充
実を目指し、SDGs推進クラブとしてスポーツの力で持続可能な社会の実現に向け、地
域とともに力強く歩みを進めていく意志を持ち、
2021年11月、『ゼロカーボン プロスポーツクラブ宣言』を表明。



2022年度



■エコ来場・公共交通利用・自転車利用

■ごみの分別

応援時のハリセン回収(バレーボール）

スタジアム内飲料の紙コップ（Jリーグ・ラグビー）

練習用壊れたピンポン玉回収（卓球）

■ネットワーク協同アクション 『雑紙回収トライアル』

試合応援時自宅の雑紙を持参

→オリジナルトレぺと交換（約6,000個作成）

メンバーワークショップ



ミニ冊子作成10,000部









➢ 参加者2,065人

➢ アクションの推計CO2削減量
計 １３，０７１.６３ｋｇ-CO2

★「共同アクション」
行動変容を促し成果を可視化する

スタジアム来場者に対し、来場方法がエコ交通
利用かどうかのチェック。

当日のルートと交通手段を記載

★芝浦工業大学、磐田副学長ゼミとの連携
サポーターの脱炭素行動アンケート（学生卒業研究）

2025年



カレンダープロジェクト（12カ月）

チームごと実施している「脱炭素アクション」などの紹介



2025年



ポイント



脱炭素は地域から！
それぞれの地域で盛り上げていきましょう！

ご清聴ありがとうございました

静岡県地球温暖化防止活動推進センター
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